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筑

豊

の

炭

鉱

遺

跡

め

ぐ

り

宮

崎

太

郎

桑

原

三

郎

O
現
地
踏
査
の
経
過

私
た
ち
は
現
在
、
福
岡
県
筑
豊
炭
田
地
域
の
炭
鉱
遺
跡
と
そ
れ
に
関
係
の
深
い

諸
遺
跡

(輸
送

・
劇
場

・
遊
廓
)
の
現
地
踏
査
を
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
も
と
に

今
後
、
記
録

.
保
存
を
目
的
に
主
要
遺
跡

に
つ
い
て
は
調
査
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
。
現
地
踏
査
は
昭
和
五
十
年
よ
り
始

ま
り
本
年
で
第
四
回
目
を
迎
え
た
。
そ
の

経
過
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
第
四
回
の
現
地
踏
査
に
従
い
炭
鉱
遺
跡

の

現
況
を
報
告
し
た
い
。
昭
和
五
十
三
年

三
月
三
十
日
、
三
十

一
日
の
二
日
間
、
九

大
秀
村
教
授
を
は
じ
め
十
六
名
の

一
行

で
宮
崎

の
案
内
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
十
日
早
朝

、
麻
生
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

(旧
麻
生
炭
鉱
事
務
所
)
前
か
ら
飯
塚

病
院
の

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
出
発
し
た
が

、
テ
レ
ビ
局
や
各
新
聞
社
の
協
力
も
あ
り

賑
か
な
い
で
た
ち
で
あ

っ
た
。

第

一
回

(
昭
和
五
十
年
七
月
)

○
工
業
技
術
資
源
技
術
試
験
所
九
州
支
所
試
験
炭
鉱

第

二
回

(昭
和
五
十

一
年
八
月
)

○
川
備

の
船

頭
集
落

(飯
塚
市
川
島

・
赤
池
町
山
崎
)
、
川
島
船
頭
基
地
跡

・

舟
庄
屋

(赤
池
町
島
津
邸
)
、
石
炭
御
倉
、
貝
嶋
大
之
浦
坑

(
露
天
堀

・
炭
住
)
・

直
方
石
炭
記
念
館
、
堀
川

(唐
戸
水
門

・
伏
越

・
番
所
跡
)
、
江
川
運
河

第
三
回

(昭
和
五
十
二
年
八
月
)

○
明
治
鉱
跡

(事
務
所

.
会
館

.
炭
住

)
、
頴
田
町
石
炭
積
込
場
跡
及
碑

、
頴
田

町
船
底
板
の
民
家

第
四
回
現
地
踏
査

(昭
和
五
十
三
年
三
月
)

第

一
日
目

〇
三
菱
飯
塚
坑
跡

(石
炭
捲
上
機
赤
煉
瓦
基
礎

二
基

・
炭
住
と
会
館
)

o
麻
生
吉
隈
坑
跡

(硬
山

・
炭
住

・
徳
香
碑

・
事
務
所
)

o
明
治
平
山
坑
跡

(石
炭
運
輸

エ
ン
ド
レ
ス
道
目
鏡
橋

・
捲
上
機
赤
煉
瓦
基
礎
二

基
)

〇
三
井
山
野
坑
跡

(石
西
博
士
の
研
究
室

・
測
候
所

・
炭
住

・
慰
霊
碑
)

〇
三
井
伊
田
坑
跡

(汽
缶
場

・
煙
突

・
八
尺
立
坑
櫓

・
事
務
所

・
選
炭
場

・
炭
住
)

〇
三
井
伊
田
坑
周
辺

(
二
坑
捲
上
機
基
礎

・
三
井
寺
石
炭
造
の
仏
像
)

o
岩

亀

八

幡

宮

(炭
鉱
主
に
よ
る
奉
納
物
多
数
あ
り
)

o
英

彦

山

神

宮

(麻
生
太
吉
氏
奉
納
の
常
夜
燈

二
基

・
三
好
徳
松
氏
奉
納
の
参

道
石
橋

・
三
好
六
助
氏
奉
納
の
常
夜
燈

二
基

・
そ
の
他
三
十

一
炭
鉱
が
奉
納
)

第
二
日
目

o
古
河
峰
地
坑
跡

(赤
煉
瓦
造
硬
山
桟
橋

・
炭
住

・
事
務
所

・
レ
ン
ガ
造
倉
庫

二

棟
、
選
炭
場
)

○
管

原

神

社

(峰
地
二
坑
守
護
神
社
碑
及
祠

・
こ
の
神
社
は
米
暴
動
発
祥
地

で
坑
夫
大
会
が
開
か
れ
て
要
求
書
を
作
成
し
会
社
に
提
出
し

た
)

o
古
河
大
峰
坑
跡

(選
炭
場
及
石
炭
積
込
場

・
工
作
工
場

・
炭
住

・
硬
山

・
引
込
線
)
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○
豊

州

坑

跡

(水
没
の
碑

・
昭
和
三
十
五
年
九
月
二
十
日
発
生
し
死
者
六
十

七
名
)

o
法

光

寺

(峰
地
炭
坑
坑
夫
非
命
之
碑

・
横
嶋
炭
坑
殉
職
者
弔
魂
碑

.
小

松
鉱
業
所
弔
魂
碑

)

○
明
治
豊
国
坑
跡

(貴
船
神
社
の
鎮
魂
碑

・
汽
缶
場

・
炭
住

.
硬
山
)

〇
三
菱
方
城
坑
跡

(事
務
所

・
採
鉱
事
務
所

・
発
電
所

・
工
作
所

.
倉
庫

.
外
柵

他
三
棟
炭
住

・
弔
魂
碑
)

○
島

津

邸

(金
田
町
で
の
元
舟
庄
屋
で
土
蔵
造
り

の
倉
も
数
棟
残
る
)

○
浜

生

神

社

(
こ
の
神
社
に
初
め

て
炭
坑
の
ポ

ン
プ
運
転

に
成
功
し
た
杉
山

徳
三
郎
氏
が
明
治
十
六
年
神
号
を
奉
納
)

o
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

o
麻
生
邸
と
負
立
神
社

〇
三
菱
飯
塚
坑
跡

麻

生

本

社

前

か
ら

筑
豊

で
最

も

美

し

い
姿

の

ボ

タ
山

(
住

友

忠

隈

坑

)

の

麓

を

通

り

、

三

菱

筑

豊

五
山

(
鯰
田

・
方

城

・
中

山

新

入

・
飯

塚

・
上

山

田

)

の

一
つ

で

あ

る

飯

塚

坑

に
向

っ
た

。

こ
の

飯

塚

坑

は
明

治

二
十

八
年

平

恒

炭

坑

と

し

て
開

坑

し
昭

和

三

十

六
年

十

月

閉

山

と

な

っ
た
炭

坑

で
あ

る

。
事

業

所

区

域

内

(
採

鉱

・

選

鉱

・
製

錬

等

)

は

、

す

べ

て
解

体

さ

れ

て
数

地

も

工

業

団

地

と
し

て
整

地

さ

れ

て

い
る

が

、
そ

れ

に
隣

接

す

る

炭

坑

住

宅

地
区

に

は

、
古

い

ス
レ

ー

ト

葺

き

の
長

屋

か
多

く

立

並

ん

で

い

る
。

そ

し

て
炭

住

の

立
並

ぶ
中

央

の
小

高

い

と

こ

ろ
に

白

壁

の

大

き

な
建

物

が

見

え

る

。

そ

れ

が
炭

坑

の
会

館

で
あ

る
。

イ

炭
鉱
文
化
の
殿
堂

(会
館
)

炭
住
街
は
事
業
所
に
接
し
た
丘
陵
地

に
形
成
さ
れ
る
例

が
筑
豊
に
は
多

い
。
そ

し
て
そ
の
高
台
に
周
囲
の
炭
住
か
ら
見
通
せ
る
よ
う
な
位
置
に
炭
鉱
の
会
館
が
配

置

さ

れ

る
の

が

普

通

で
あ

る

。

会

館

で

は
芝

居

・
映

画

そ

し

て
講

演

な

ど

が

行

わ

れ

て
炭

鉱

内

唯

一
の

慰
安

・
娯

楽

の
場

で

あ

る

と

同

時

に

倶

楽

部

と

と

も

に

文

化

の
殿

堂

で
も

あ

っ
た
。

こ

の

よ
う

な
倶

楽

部

・
会

館

は
筑

豊

の

炭

鉱

で

は
明

治

四

十

年

頃

か

ら

建

ち

初

め

る

が

、
炭

鉱

内

の
小

学

校

や

保

育

所

と

と

も

厚

生

・
文

化

面

で
重

要

な

役
割

を

果

し

た

。

初

め

の
頃

は
年

に

二

・
三

回

程

度

の
興

行

で
あ

っ

た

が

、

時

代

が

下

る

に

つ

れ

て
徐

々

に

興

行

回

数

も

多

く

な

り

、
盆

・
正

月

や

休

日

に

は
大

勢

の

観

客

で
賑

っ
た

の

で

あ

る

。

い
ま

で
も

会

館

跡

の
周

辺

に

は

最

盛

期

の

様

子

を

想

い
出

す
人

た

ち

は

多

い
。

三
菱

飯

塚

坑

の
会

館

(
協

和

会

館

)

は

、
炭

鉱

集

落

内

の
主

要

通

り

か

ら

銀

杏

並

木

の

ゆ

る

や

か

な

坂

道

を

登

り

つ

め

た
高

台

に

建

て
ら

れ

て

い

る
。

そ

し

て
白

壁

の
大

き

な

建

物

が

、
く

っ

き
り

と
浮

び
上

っ
て
見

え

る

。

建

築

様

式

も

特

徴

が

あ

り
半

切

妻

形
式

で
あ

る

。

こ

の

よ

う

に

地

置

設

定

や
建

築

様

式

に

も
気

を

く

ば

り

、

炭

坑

夫

の
気

分

を

引

き

た

て

る

よ

う

な
配

慮

が
感

じ

ら

れ

る
。

現

在

は

町

工

場

に

な

っ
て

い

る
が

炭

坑

の

人

た

ち

に

は
想

い
出

多

い
所

で
あ

る

。

@

斜

坑

の

シ

ン
ボ

ル

(
捲

上

機

の

基

礎

)

飯

塚

坑

本

社

跡

か

ら
炭

住

の
建

ち
並

ぶ

丘

陵

地

の

反

対

側

に

赤

レ

ン
ガ

造

の
大

き

な

基

礎

が

二
基

建

っ
て

い

る
。

こ

れ

は

斜

坑

捲

上

…機

の

基

礎

で

あ

る

。

も

し

立

坑

櫓

が

立

坑

炭

鉱

の

シ

ン
ボ

ル

で

あ

る

と

す

る

な

ら

、

こ

の
基

礎

は
斜

坑

の

シ

ン

ボ

ル
と

い
え

よ

う
。

い
ま

だ

に

き

れ

い

な

形

で
旧

道

の
道

沿

い

に

二
基

突

立

っ
て

い
る

。

大

き
な

基

礎

は
高

く

三
連

ア
ー

チ
と

な

り

外

面

は

上

方

に

向

っ
て
若

干

の

傾

き

も

み
ら

れ

、
生

産
施

設

と

は

い
え
注

意

深

く

造

ら

れ

て

い

る

。
炭

坑

を

知

ら

な

い
人

に

は
異

様

な

姿

に

見

え

る

が

、
斜

坑

の
生

命

と

も

い

う

べ

き

重

要

な

構

造

物

で
あ

る
。

ま

た

こ

の
近

く

は

遠

賀

川

支

流

も

流

れ

る

が

、

こ

こ

に

は

石

炭

を

川

鵬

で
運

ん

で
い

た

時
代

の
井

堰

(
天

神

)

跡

も

あ

る

。
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o
麻
生
吉
隈
坑
跡

飯

塚
坑

か

ら

途

中

で
麻

生

ゴ

ル

フ
場

の

レ

ス
ト

ハ
ウ

ス

で
休

憩

し

て
麻

生

吉

隈

坑

に
向

う

。
吉

隈

坑

は
明

治

四

十

二
年

に

開

坑

し

、
昭

和

四

十

四

年

閉

山

し

た
麻

生

炭

鉱

最

後

の

ヤ

マ
で

あ

る

。

昭

和

九

年

頃

に

は

総

人
員

千

六

百

人

で
年

間

二
十

万

一
千

ト

ン
を

出
炭

し

て

い
た

。

そ

し

て
第

二
次

大

戦

後

は

機

械

化

が
進

行

し

昭

和

三
十

六

年

の
第

一
立

坑

開

坑

に

引

続

い

て
昭

和

四

十
年

に

は

、
当

時

わ

が

国

最

大

の

盲

立

坑

と

呼

ば

れ

る
第

二

立
坑

が

完

成

し

た

の

で
あ

る

。

そ

の
他

、
水

圧

鉄

柱

、

ド

ラ

ム

カ

ッ
タ

ー

・
ホ

ー

ベ

ル
な

ど

の
最

新

の
技

術

設

備

を

も

導

入

す

る

な

ど

徹

底

し

た
合

理

化

が
進

め

ら

れ

て

い

っ
た

。

こ

の

よ
う

に

麻

生

炭

鉱

の
全

勢

力

を

投

入

し

て
完

成

し

た
近

代

的

炭

鉱

で
あ

っ
た
。

し

か

し

な

が

ら

エ
ネ

ル

ギ

ー
革

命

の
な

か

地

質

条

件

や

コ
ス

ト
高

な

ど

の

さ

ま

ざ

ま

な

悪

条

件

が
重

な

り

昭

和

四

十

四
年

閉

山

の

や

む

な

き

に

至

っ
た

の

で
あ

る
。

当

時

、

日

本

の
最

先

端

を

い

っ
た
近

代

的
吉

隈

炭

坑

も

大
立

坑

を

中

心

と

す

る

事

業

所

区

域

の

施

設

は

、

す

べ

て
解

体

さ

れ

て
往

時

の
面

影

は
な

い
。
事

業

所

隣

り

に

あ

っ
た
会

館

・
保

育

所

・
運

動

場

跡

地

も

き

れ

い
に

整

地

さ

れ

て

い
る

。

た

だ

そ

の
後

方

の

丘

に

「
徳

香

追

慕

碑

」

が

ひ

っ
そ

り

と

立

っ
て

い

る
。

し

か

し

な

が
ら

、
そ

の
前

方

に

は

吉

隈

坑

の

歴
史

を

刻

ん

だ
巨

大

な

ボ

タ
山

が

大

き

く
横

た

わ

っ
て

い

る
。

イ

変

容

す

る

ボ

タ
山

ボ

タ
山

は

炭

鉱

す

べ

て
の
象

徴

で
あ

り

、

ま

た
年

輪

で
も

あ

る
。

福

岡
鉱

山

保

安

監

督

局

の

「
ボ

タ

山

実

態

調

査

」

に

よ

る

と

、
い

ま
筑

豊
各

地

に

は

ピ

ラ

ミ

ッ

ド

形

・
台

状

・
平

積

・
ス

キ

ッ
プ

状

な

ど

、

さ
ま

ざ

ま

な
形

の

ボ

タ
山

が

二

五
七

箇

所

(
北

九

州

市

を

除

く

)

残

っ
て

い

る
。

こ

の
な

か

で
現

在

最

も

高

い

の

は

一

一
〇

米

の
忠

隈
坑

の

ボ

タ
山

で
あ

る

。

そ

れ

ぞ

れ

風
化

し

た

と

は

い
え

、

い

ま

だ

に
往

時

の
形

を

留

め

て

い

る
。

し

か

し

、
吉

隈
坑

の

ボ

タ

山

は
違

う

。

刻

々
と

変

形

し

て

い

る

の

で
あ

る
。

こ

の

巨

大

な

ボ

タ
山

(
約

六

〇

万

坪

)

は

切

り

刻

ま

れ

る

よ

う

に

赤

く

焼

け

た
岩

肌

の

合

間

を

ト

ラ

ッ
ク

が
走

っ
て

い

る

。

そ

れ

は

こ

の

ボ

タ

は

岩

層

が
大

焼

層

で
あ

っ
た

た

め
耐

火

度

が

高

く

、
そ

れ

に
水

は

け

も

よ
く

耐

火

レ

ン
ガ

の
原

料

や
路

盤

材

と

し

て

シ

ャ
モ

ッ
ト

が
採

取

さ

れ

る

か

ら

で
あ

る
。

麻

生

セ

メ

ン
ト
生

産

部

の

松

本

正

照
課

長

の
話

で
は

、
ボ

タ
山

は

三
坑

と

弥

栄

坑

の

ピ

ラ

ミ

ッ
ド
形

の
山

を

つ

な

い
だ
台

形

の
き

れ

い

な
山

だ

っ
た

と

い
う

。

そ

れ

が

現

在

見

る

よ

う

に

鋭

く

変

形

す

る
姿

は

、
ま

た
石

炭

産
業

か

ら

力

強

く

脱
皮

し

よ

う

と

す

る
筑

豊

の

一
断

面

を

物

語

る

も

の

で

あ

る
。

巨

大

な

こ
の

ボ

タ

山

の
裾

に

は

炭

住

が

長

く

立

ち

並

ん

で

い
た

。

炭

住

街

が

余

り

に
長

い

の

で
日

本

列

島

に
ち

な

ん

で
北

部

の
炭

住

街

を

北

海
道

と

呼

ん

で

い

た

の

で
あ

る
。

こ

の

炭

住

を

見

お

ろ

す
後

方

の
高

台

に

は

、

い

ま

も

新

し

い
炭

住

が

一
団

地

残

っ
て

い
る

。

戦

後

建

て

ら

れ

た

二
戸

建

の

炭

住

で
各

戸

の

規

模

も

大

き

く

構

え

も

立

派

で

あ

る

。

こ

こ

は
永

年

勤

続

者

や
優

秀

な

技

術

者

に

貸

与

え

ら

れ

た

炭

住

で

あ

っ
た

。

,

〇
三
井
山
野
坑
跡

吉
隈
坑
よ
り
桂
川
町
土
師

の
明
治
平
山
坑
跡
を
通
過
し
て
稲
築
町
鴨
生

の
三
井

山
野
坑
に
向
う
。
平
山
坑
周
辺
に
も
赤

レ
ン
ガ
の
エ
ン
ド
レ
ス
目
鏡
橋
や
捲
上
機

の
基
礎
な
ど
が
残

っ
て
い
る
。

三
井
山
野
坑
は
明
治
三
十

一
年
開
坑
し
昭
和
四
十
八
年
に
近
く
の
漆
生
坑
と
と

も
に
閉
山
し
た
。
昭
和
四
十
年
六
月

一
日
ガ
ス
爆
発
に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し
た

記
憶
は
生
々
し
く
残
り
、
い
ま
で
も
訴
訟
問
題
が
続
い
て
い
る
。
閉
山
の
四
月

一

日
以
降
は
坑
内
掘
り
で
は
貝
嶋

の
大
之
浦
坑
を
残
す
の
み
と
な

っ
た
が
、
当
日
の

毎
日
新
聞
は

「
全
国
出
炭
量
の
半
分
以
上
の
ス
ミ
を
掘
出
し
、
明
治
、
大
正

、
昭

和
と
三
代
に
わ
た

っ
て
わ
が
国
の
資
本
主
義
産
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
筑
豊
炭

一聡一



田
は
事
実
上
、
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
」
と
報
じ
て
い
る
。
ま
た
山
野

、

漆
生
両
坑
の
閉
山
で

「
山
野
鉱
は
二
千

百
七
十
二
人
、
漆
生
鉱
で
は
五
百
四
十
三

人

、
計
二
千
七
百
十
五
人
の
離
職
者
が
同
時
に
生
れ
る
が
、
家
族
を
含
め
た
〃
離

職
者
人
口
"
は
約
八
千
人
を
超
え
る
と

い
わ
れ
る
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
八
千
人
の
炭
坑
従
業
員
や
そ
の
家
族
が
居
住
し
た
炭
住
跡
も
町
営
住
宅
に

大
部
分
が
建
て
替
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
も
銭
代
坊
の
炭
住
を
は
じ

め
相
当
数
の
長
屋
が
軒
を
連
ね
て
碗
腕
と
続
い
て
い
る
。
三
井
田
川
鉱
の
松
原
住

宅
と
と
も
に
筑
豊
で
は
原
形
を
留
め
る
最
大
の
炭
住
団
地
と
い
え
よ
う
。

イ

「
一
山

一
家

」

の
企

業

集

落

一
つ

の
炭

鉱

の
区

域

は
広

い
。

そ

の
区

域

内

は

炭

鉱

集

落

と

ボ

タ

山

と

に

大

き

く
分

れ

て

い
る

。

そ

し

て
炭

鉱

集

落

の
内

部

空

間

は

、
炭

鉱

事

務

所

区

域

(
坑

口

を

中

心

と

す

る

採

炭

・
運
搬

・
選
炭

・
事

務

な

ど

)
を

中

核

と

し

て

、
炭

鉱

従

業

指

の
住

宅

区

域

(
炭

住

)

と

、

そ

の

サ

ー

ビ

ス
機

能

区

域

(
厚

生

・
文

化

・
商

業

な

ど

)

の

三

区

域

か

ら

な

っ
て

い
る

。

住

宅

区

域

は

隣

棟

間

隔

も

ギ

リ

ギ

リ

に

お

さ

え

ら

れ

て
整

然

と

画

一
的

に
低

層

の
長

屋

が

連

続

し

て
お
り

、
職

員

用

と

従

業

員

用

の
住

宅

は

区

別

さ
れ

職

階
制

も
明

確

化

し

て

い

た
。

住

宅

区

域
内

に

は

、
浴

場

・
売

店

・
理

髪

所

を

は

じ

め
会

館

・
倶
楽

部

・
保

育

所

な

ど

の

サ

ー

ビ

ス
施

設

が
設

け

ら

れ

て

い
た

。

こ

の

よ

う

に

日

常

生

活

に
必

要

な

諸

条

件

が

す

べ

て
完

備

さ

れ

、

そ

し

て
会

社

に

よ

り

企

画

・
運
営

さ

れ

る

の

で
あ

っ
た

。

炭

鉱

集

落

は
山

神

社

も
奉

ら

れ

て
精

神

的

な

面

ま

で
配

慮

さ

れ

た

家
族

的

性

格

の
運
命

共

同

体

的

な

一
山

一
家

の
企

業

集

落

で
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

三
井

山

野

鉱

の
炭

住

内

に

は

、

売
店

・
理

髪

所

な

ど

も
残

り

、

い
ま

で
も

利

用

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

界

隈

に

は
炭

住

長

屋

と

と

も

に
最

盛

期

の

面

影

を

し

の

ば

れ

る
も

の

が

あ

る

。

旧

山

神

社

の

あ

る

小

高

い
丘

の

一
角

に

は
新

し

い
山

野

鉱

大

災

害

に

よ

る
殉

職

者

の
碑

が
建

立

さ

れ

て

い

る
。

そ

の
下

に

は

、
運
動

場

の

ス

タ

ン

ド

や
広

場

.
売

店

.
会

館

の

遺
構

が

み

う

け

ら

れ

る

。

こ

こ

の
会

館

は

従

業

員

倶

楽
部
と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
年
頃
に
設
立
さ
れ
た
筑
豊
で
は
初
め
て

の
正
式
の
会
館
建
築
で
あ

っ
た
。
現
在
は
古
び
て
は
い
る
が
町
工
場
に
再
生
使
用

さ
れ
て
い
る
。

@

炭
鉱
災
害
医
学
の
メ
ッ
カ

山
野
鉱
の
坑
口
跡
よ
り
低
地
の
炭
住
街
を
越
し
た
高
台
に
三
井
鉱
山
山
野
鉱
業

所
病
院
跡
が
見
え
る
。
そ
の
跡
地
は
公
園
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
方
に

二
棟
の
建
物
が
あ
る
。
木
造
平
屋
建
は
三
井
産
業
医
学
研
究
所
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
は
測
候
所
の
遺
構
で
あ
る
。
研
究
所
は
昭
和
十
四
年
同
病
院
内
に
災
害
医

学
研
究
室
と
し
て
発
足
し
昭
和
十
六
年
に
研
究
所
と
し
て
独
立
し
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
病
院
の
外
科
医
で
あ

っ
た
故
石
西
進
博
士
は
昭
和
二
十

一
年
よ
り
三
十
四

年

ま
で
研
究
所
長
と
し
て
就
任
し

、
炭
鉱
労
働
者
の
生
活
向
上
や
ガ

ス
爆
発

・
落

盤
事
故
防
止
な
ど
の
研
究
を
続
げ
て
日
本
炭
鉱
医
学
界
に
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ

た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
坑
内
夫
の
実
態
調
査
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
報
告
書
は
、

昭
和
二
十
二
年
に
行
わ
れ
た
石
炭
鉱
業
連
盟

(経
営
者
)
と
炭
鉱
労
働
組
合
全
国

協
議
会

の
わ
が
国
で
初
め
て
の
全
国
炭
鉱
統

一
賃
金
交
渉
の
基
礎
資
料
と
な

っ
た
。

そ
し
て
終
戦
直
後
、
G
H
Ω

(連
合
国
総
司
令
部
)
は
、
最
高
顧
門
の
栄
養
学
者

ハ
ウ
ス
大
佐
を
石
西
博
士
の
も
と
に
派
遣
し
、
労
働
量
と
栄
養
調
査
の
末
、
炭
鉱
労

働
者
に
米
の
加
配
を
決
定
し
た
と

い
う
。
石
西
博
士
の
研
究
室
も
当
時
の
ま
ま
で

現
存
し
て
い
る
。
博
士
の
論
文
に

「
坑
内
気
象
変
化
に
つ
い
て
」

が
あ
る
が

、
そ

れ
ら
の
研
究
と
も
関
連
す
る
の
か
研
究
所
の
隣
に
は
測
候
所
も
設
置
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

〇
三
井
伊
田
坑
跡

山
野
坑
よ
り
田
川
市
立
図
書
館
の
資
料
室
を
見
学
し
て
三
井
伊
田
坑
に
向
う
。

三
井
田
川
炭
鉱
は
そ
の

「
沿
革
史
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
三
年
三
月
田
岨
採
炭

一痢一



組
か
ら
権
利
を
譲
り
う
け
て
発
足
し
、
そ
の
後
第

一
坑
、
第
二
坑
、
第
三
坑

ギ
第

四
坑
が
開
坑
し
た
。
沼
和
十
五
年
に
は
出
炭
量
が
二
、
〇
六
〇
、
八
六
三
ト
ン
に

達
し
て
田
川
の
最
高
記
録
を
樹
立
し
た
。
更
に
第
五
坑

、
第
六
坑
を
開
坑
し
た
が

終
戦
後
の
昭
和
二
十

一
年
に
は
出
炭
量
も
八

一
九
、
九
六
六
ト
ン
に
減
少
し
た
。

当
時
の
従
業
員
数
は

一
五
、
七

一
七
人

で
あ

っ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
五
年
七
月

に
は
伊
加
利
堅
坑
の
起
工
式
も
行
わ
れ

た
が
昭
和
二
十
七
年
に
は
炭
労
無
期
限

ス

ト
に
突
入
し
、
そ
の
翌
年
は
全
山
的
に
提

示
さ
れ
た
企
業
合
理
化
案
を
め
ぐ
る
争

議
が
始
ま
り
延

一
=
二
日
の
大
争
議
が
展
開
し
た
。
そ
れ
以
来
閉
坑
も
相
次
ぎ
昭

和
三
十
八
年
二
月
十
六
日
会
社
は

「
美
唄

・
山
野

・
田
川
の
閉
山
を
含
む
合
理
化

方
針
」
を
三
鉱
連
に
提
示
し
数
次
に
亘

る
交
渉
の
す
え
、
六
月
二
十
八
日
諒
解
点

に
達
し
、
七
月

一
日
歴
史
的
調
印
を
終

え
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
九
年
三
月
二
十

日
閉
山
し
て
三
井
田
川
鉱
六
十
四
年
の
歩

み
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

三
井
田
川
鉱
の
伊
田
坑
は
、
開
坑
時
は
そ
の
ま
ま
の
名
称
で
あ

っ
た
が
そ
の
後

第
三
坑
と
改
称
さ
れ
、
そ
し
て
昭
和
三
十

五
年
に
第
三
坑
と
伊
加
利
坑
を
結
合
し

て
再
び
伊
田
坑
と
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
伊
田
坑
を
三
坑
と
呼

ぶ
人
た
ち
が
多
い
。
こ
の
伊
田
坑
跡
に
は

煙
突
や
立
坑
櫓
を
は
じ
め
汽
缶
場

・
発

電
所

.
選
炭
庫
な
ど
が
残
り
、
正
門
近
く

の
事
務
所
と
機
械
工
場
は
現
在

「
田
川

三
鉱
ブ

ロ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社
」
の
施
設

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
閉
山
後
十

有
余
年
を
経
過
し
て
廃
嘘
同
然
の
姿
に
変

っ
て
は
い
る
が
、
事
業
所
内
全
体
の
状

況
か
ら
は
日
本
初
期
の
近
代
的
炭
鉱
の
配
置
形
態
を
連
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
井
田
川
鉱
業
所

一
覧
図
(写
真
)
は
閉
山
前

の
状
況
を
図
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

現
在
、
三
井
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
田
川
事
務
所

(所
長
原
毅
氏
)
所
長
室
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。

イ

二
本
煙
突
と
八
尺
坑
櫓

現
在
、
こ
の
伊
田
坑
跡
地
は
石
炭
記
念
公
園
の
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
そ
の
な
か
に

二
本
煙
突
と
八
尺
坑
櫓

は
保
存
さ
れ
る
と
い
う
。
第

一
堅
坑

(
八

尺

櫓

)

は

明
治

四

十

二
年

、
第

二
堅

坑

(
四
尺

坑

櫓

)

は

町

治

四
十

三
年

に

竣

工

し

た
。

そ

れ

以
来

、
最

後

の
閉

山

ま

で
回

転

し
続

け

て
き

た
も

の

で

、
明
治

期

の
三

大

堅

坑

(
三
菱

方

城

、

日
鉄

二
瀬

、
伊

田
坑

)

の

な

か

で
唯

一
つ
現

存

す

る
貴

重

な

遺

構

で

あ

る

。

こ

の
堅

坑

の
大

滑

車

は

八

尺

坑

櫓

の

み

が

二
本

煙

突

と

と

も

に

草

む

ら

の

な

か

に
高

く

そ

び

え

て
立

っ
て

い

る
。

こ

こ

は

「
炭

坑

節

」

発

祥

の
地

と

し

て
も

知

ら

れ

て

、

二
本

煙

突

の
合

間

か

ら

は

「

一
山

、

二
山

、

三
山

越

え

…
」

の
香

春

岳

を

真

正

面

に

見

る

こ
と

が

で
き

る

。

赤

レ

ン
ガ

造

の

二
本

煙

突

は

三

井

石

炭

鉱

業

田
川

事

務

所

に
収

蔵

さ

れ

て

い

る

図

面

に

よ

れ

ば
高

さ

四

五

・
四

五

米

で
下

部

の
直

径

が

五

・
四

五
米

と

い
う

大

き

な

も

の

で

あ

る

。

ド

イ

ツ
か

ら

輸

入

さ

れ

た

耐

火

レ

ン
ガ

が

使

用

さ

れ

た

イ
ギ

リ

ス
積

の
煙

突

で

あ

る

。

い
ま

宮

崎

が
各

炭

鉱

に

あ

っ
た
煙

突

の

レ

ン
ガ

を

奴

集

し

つ

つ
あ

る
が

、
そ

れ

ら

の

形

状

か

ら

推

察

す

る

と

、
扇

形

と
軽

く

屈

曲

し

た

二
種

類

の
異

形

レ
ン
ガ

で
築

造

さ

れ

た

も

の

と
考

え

ら

れ

る
。

今

後

は
構

造

上

の
規

制

で

こ

の
種

の

レ

ン
ガ

造

煙

突

は
建

つ

こ

と

は

な

い

で
あ

ろ
う

。

日
本

炭

鉱

初

期

の

大

堅

坑

時

代

の

記
念

物

と

し

て
貴

重

で
あ

る
。

@

三
坑
銀
座

伊
田
坑
跡
の
正
門
か
ら
炭
住
が
続

い
て
い
る
。
こ
こ
の
炭
住

の
奥
に
入
り
こ
む

と

「
三
坑
銀
座
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
広

い
通
り
が
あ
る
。
こ
の
通
り
が
炭
住
街

の

中
心
で
あ
り
、
ま
た
人
々
の
出
会
い
の
広
場

で
も
あ

っ
た
ろ
う
と
考
え
る
。
通
り

に
面
し
た
長
屋
に
は

「銀
座
東
十

一
」
な
ど
の
古
び
た
標
札
も
み
ら
れ
る
。
中
央

部
に
は
浴
場
も
残
り
理
髪
所
と
売
店
は
営
業
を
続
け
て
い
る
。
炭
鉱
最
盛
期
は
入

浴
や
買
物
を
す
る
人
た
ち
、
ま
た
坑
内
か
ら
上
が

っ
た
坑
夫
さ
ん
た
ち
で
賑
い
の

あ

っ
た
通
り

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
炭
住
は
古
い
形
式
の
も
の
で
六
軒
長
屋
が
多
い
。

桟
瓦
葺
き
の
屋
根

で
各
戸

の
南
側
に
突
出
し
て
設
け
ら
れ
た
便
所
は
低
い
ス
レ
ー

ト
葺
き
の
屋
根

で
あ
る
。
炭
住
は
昭
和
八
年
頃
に
共
同
便
所
が
廃
止
さ
れ
て
住
宅

改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
に
改
造
さ
れ
た
炭
住

で
あ
ろ
う
。
こ
の
炭
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住
街
の
は
ず
れ
に
は
筑
豊
で
は
少
な
い
と
い
わ
れ
る
二
階
建
の
古

い
炭
住
長
屋
も

各
棟
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
共
同
便
所
と
と
も
に
残

っ
て
い
る
。

炭
鉱
住
宅
の
変
遷
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
石
炭
記
念
公
園
内
に
も
坑
夫

納
屋

・
坑
夫
長
屋

・
坑
夫
社
宅

・
従
業
員
社
宅
と
年
代
順
に
復
原
保
存
し
た
ら
面

白
い
と
思
う
。

〇
三
菱
方
城
坑
跡

第

一
日
目
の
夜
は
添
田
町
英
彦
山
に
あ
る
麻
生
寮

で
懇
親
会
も
開
か
れ
て
有
意

義
な

一
夕
を
過
し
た
。
翌
日
早
朝
、
英
彦
山
神
社
を
出
発
し
て
古
河
炭
鉱
に
向

っ

た
。
添
田
町
の
古
河
蜂
地
坑
跡
で
は
元
蔵
内
炭
坑
時
代

の

「
硬
山
桟
橋
」
が
珍
し

い
。
川
崎
町
の
古
河
大
峯
坑
跡
に
は

「
石
炭
積
込
場
」
の
遺
構
が
き
れ
い
な
形
で

残

っ
て
い
る
。
そ
の
他
豊
州
炭
坑
の

「
水
没
の
碑
」
を
は
じ
め
炭
坑
と
関
係
の
あ

る

「
社
寺
」
な
ど
数
多
く
の
遺
跡
を
見
学
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
改
め
て
報
告

す
る
機
会
も
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
、
第

二
日
目
の
現
地
踏
査
は
三
菱
方
城
坑
跡
の

み
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
方
城
坑
は
明
治
三
十
五
年
に
開
坑
し
昭
和
三
十
年
に
閉

山
し
た
炭
坑

で
現
在
そ
の
事
業
所
内
跡

地
は
九
州
日
立

マ
ク
セ
ル
株
式
会
社
と
し

て
再
生
使
用
さ
れ
て
い
る
。
炭
鉱
遺
跡

の
保
存
例
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

日
本
の
工
場
建
築
と
し
て
著
名
な
も
の
に
明
治
二
十
三
年
に
建

て
ら
れ
た
札
幌
麦

酒
第
二
工
場
が
札
幌
ビ
ー
ル
園
内
に
あ
る
が
、
単
調
な
壁
面
に
適
度
な
抑
揚
を
つ

け
た
点
な
ど
は
類
似

し
た
建
築
様
式

で
あ
る
。
三
菱
方
城
坑
で
は
建
築
に
も
相
当

力
が
注
が
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
七
棟
の
レ
ン
ガ
造
建
築
の
外
廓
は
、
そ
の
ま
ま

の
形
で
す
べ
て
日
立

マ
ク
セ
ル
工
場
と
し
て
再
生
使
用
さ
れ
て
い
る
。
新
し
く
建

て
ら
れ
た
施
設
と
も
調
和
し
て
お
り
、
炭
鉱
遺
跡
の
保
存
例
と
し

て
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。

方
城
坑
跡
の
近
く
に
方
城
町
立
図
書
館
が
新
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
郷
土
資
料

室
に
は
昭
和

二
十
九
年
当
時
の
方
城
坑
の
全
景
写
真
や
立
坑
櫓
の
写
真
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

付
記

写
真

は
麻
生
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
編
集
室
栗
田
氏

・
近
畿
大
学
伊
藤
氏

に
よ
る
。

一お「

イ

珍

し

い
赤

レ

ン
ガ

造

の
炭

坑
跡

開

坑

当
時

、
三

菱

方

城

坑

は

す

べ

て
赤

レ
ン
ガ

造

の
建

造

物

で
構

成

さ

れ

て

い

た

珍

し

い
炭

坑

で

あ

る
。

い
ま

で
も

整

然

と
配

置

さ

れ

た

事

業

所

区

域

内

の
主

要

建

築

の
外

廓

は

、
当

時

の

ま

ま

の

姿

で
残

さ
れ

て

い
る

。

三

菱

で
は

方

城

炭

坑

の

建

設

に

あ

た
り

、

ま

ず

レ

ン
ガ

工

場

を

現

地

に
建

て
た

と

い
う

。

事

業

所

内

の

本

社

事

務

所

と

採

鉱

事

務

所

に

は

、

ペ

ジ

メ

ン
ト

の

丸

窓

、

ア
ー

チ

、
軒

蛇

腹

の

手

法

が

用

い
ら

れ

た
建

築

様
式

で
炭

坑

施

設

と

し

て

は
味

わ

い

の
あ

る
建

物

で
あ

る
。



①

三
菱
飯
塚
坑
、
会
館
跡

②

三
菱
飯
塚
坑
跡
、
捲
上
機
基
礎

③

三
井
山
野
坑
、

石
西
博
士
の
研
究
室
と
測
候
所
跡

④

三
井
伊
田
坑
跡
、
二
本
煙
突
と
八
尺
櫓

⑤

三
井
伊
田
坑
跡
、
三
坑
銀
座

⑥

古
河
峰
地
炭
坑
跡
、
硬
山
桟
橋

⑦

、二
井

一.坑
跡
、
捲

上
機
基

礎

⑧

古
河
大
峯
坑
跡
、
選
炭
場
と
積
込
場
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⑨ 麻生吉隈坑跡ボタ山

⑩ 三菱方城坑跡
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